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	高大連携2026秋冬
	大阪大学
	2026秋冬
	高校生のための

	人文･社会科学系講義
	10/30(金)締切!
	2026年12月6日(日)12時～16時 開催！!
	「刑務所で出会った受刑者のみなさんに学ぶ」
	「あなたの〇〇のお値段、おいくらですか？」



	高大連携2026秋冬裏面
	講師紹介
	村上　靖彦
	大阪大学 大学院人間科学研究科 教授
	パリ第7大学で博士号取得（基礎精神病理学・精神分析学博士）。大阪大学感染症総合教育研究拠点CIDER兼任教員。専門は哲学および現象学的な質的研究。現在は主に医療・福祉現場で調査を実施。病障害、貧困、差別といった逆境の中にある個人の経験を研究している。　著書に『在宅無限大　訪問看護師が見た生と死』（医学書院2018）、『子どもたちが作る町　大阪・西成の子育て支援』（世界思想社2021）、『ケアとは何か　看護・福祉で大事なこと』（中公新書2021）、『客観性の落とし穴』（ちくまプリマー新書2023）、向谷地生良との共編著に『刑務所で当事者研究をやってみた』（医学書院2026）他。


	木下　岳人
	大阪大学 大学院高等司法研究科 准教授
	京都大学大学院法学研究科博士後期課程修了（博士（法学））
	2015年12月に弁護士登録後、アンダーソン・毛利・友常法律事務所、株式会社毎日放送を経て、2025年10月より現職。
	著書に『子会社事業の被害者に対する親会社の不法行為責任』（商事法務、2025年3月）他。
	企業のコンプライアンス、事業再生、メディア分野の法律問題を中心に研究している。


	宇野田 尚哉　
	大阪大学大学院人文学研究科教授
	大阪大学グローバル日本学教育研究拠点 副拠点長
	大阪大学文学部卒業、大阪大学大学院文学研究科単位修得退学。博士(文学)。
	神戸大学国際文化学部講師、同大学大学院国際文化学研究科准教授、大阪大学大学院文学研究科准教授、同教授を経て、2022年4月より現職。
	研究分野は思想史。
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